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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 我が国における平均寿命は，ほぼ⼀貫して延伸し続けており，世界有数の⻑寿国となって
いる。しかし，「健康上の問題で⽇常⽣活が制限されることなく⽣活できる期間」と定義さ
れる，いわゆる，健康寿命との間に約10年の差があり，この期間は，「不健康な期間」を過
ごすこととなる。また，複雑に多様化する現代社会に⽣きる我々は，⽇常的なストレスを受
けることとなり，⽣活習慣病などのリスクにさらされた⽣活を送っているともいえる。その
ような状況の中，⽇常的に健康に気遣う機運が⾼まっており，治療や健康改善のために医薬
品として利⽤されていた⽣薬や薬⽤植物が，健康の促進や維持のための化粧品や⾷品などに
も利⽤されるようになり，その需要はますます増⼤する事が予測される。⽣薬や薬⽤植物は，
元来，野草など天然の植物であるが，医薬品や化粧品，⾷品としての有効性が⾒出されたこ
とで産業へ利⽤されるようになった植物である。すなわち，植物資源の利⽤価値を明らかに
することで植物の付加価値が向上し，ひいては，これらの植物資源を利⽤した新規産業の創
出へと繋がることとなる。本論⽂では，植物資源の化粧品への利⽤を焦点に，植物資源の付
加価値向上について，① 科学的根拠の解明による植物資源の付加価値向上，② 新たな機能
性の解明による植物資源の付加価値向上，および，③ 「経験価値」の付与による植物資源
の付加価値向上の3つの視点から研究を⾏った。 
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① 科学的根拠の解明による植物資源の付加価値向上 
 化粧品において，植物から得られるエキスは，肌に対して何らかの効果を付与するために
必須の成分である。しかしながら，現在使⽤されている植物資源の多くは，⺠間伝承的な根
拠など，明確な科学的根拠がないまま利⽤されていることも多く，これらの植物資源が持つ
本来の機能が明らかでないことも多い。本研究では，スリランカの伝統医療であるアユール
ヴェーダに利⽤されているが，機能性が未解明である植物 18 種について，その抽出液の抗
酸化活性および細胞賦活活性から化粧品としての有効性を基にスクリーニングを⾏った。な
かでも⾼い有効性が認められた植物については，線維芽細胞や表⽪⾓化細胞への作⽤を明ら
かにするために，細胞内の遺伝⼦発現への影響を解析した。⼀⽅，これらの植物のうち，化
粧品として⾼い有効性が認められているニームについて，さらに詳細な検証を⾏い，⽑髪⽣
育への影響を明らかにした。 
1）スリランカ伝統植物の化粧品としての有効性解明 
 アユールヴェーダに利⽤される 18 種の植物抽出液の抗酸化活性および細胞賦活活性を調
べたところ，malabar nut，holy basil，neem および emblic myrobalan において⾼い活性が認め
られた。さらにこれらの抽出物を線維芽細胞および表⽪⾓化細胞に添加したところ，細胞分
裂の活性化，細胞外マトリクスの合成あるいは細胞の光⽼化抑制に関わる遺伝⼦発現が活性
化し，これらの植物抽出液の化粧品への有⽤性が⽰された。 
2）⽑乳頭細胞に対するニーム葉エキスの効果 
 アユールヴェーダに利⽤される植物のうち，すでに化粧品原料として利⽤されているニー
ム葉抽出液の⽑乳頭細胞に対する効果を調べた。その結果，ニーム葉抽出液が，⽑髪の成⻑
に関わる遺伝⼦の発現を活性化し，⽑髪の成⻑を阻害する因⼦の発現を低下させることを⾒
出した。以上の結果から，ニーム葉抽出液には，化粧品としての利⽤価値だけでなく，育⽑
剤への応⽤が可能であることを明らかにした。 
 
② 新たな機能性の解明による植物資源の付加価値向上 
化粧品は，本来，塗布，散布といった肌の外部から作⽤させるものである。しかしながら，
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近年，特にスキンケア化粧品において，肌への効果を求める消費者に対して美容⾷品という
概念が登場し，市場を活性化させている。また，植物由来の⾹り成分には，⾝体や精神の恒
常性の維持と促進，不調の改善などの効能があることが知られている。本研究では，化粧品
成分として利⽤されているローズウォーターの飲⽤による効果およびヨモギ精油由来芳⾹
成分のリラクゼーション効果について明らかにし，これらの植物資源のさらなる付加価値の
向上を検討した。 
1）ローズウォーター飲⽤による更年期障害改善と疲労回復機能改善 
ローズウォーターを配合した飲料を作製し，35歳から55歳の⽇本⼈⼥性17名を対象とした
飲⽤試験を実施した。その結果，7名の被験者において，⾝体的および精神的ストレスによ
り増加が誘発されると考えられるコルチゾール量の有意な低下が⾒られた。さらに，飲⽤回
数にほぼ依存して，17名中16名の⽪膚⾓質状態が改善し，⽪膚⽔分量については全被験者が
増加していた。慢性ストレスにより⽪膚バリア機能回復障害が誘導されることが知られてお
り，これらの結果は，ローズウォーターを含む飲料の摂取により慢性的なストレスが改善さ
れる可能性を⽰した。 
2）ヤマヨモギの⾹気成分による鎮静効果 
化粧品成分として利⽤されるヤマヨモギから精油を調製し，官能評価および唾液アミラー
ゼ活性の測定を⾏った。その結果，すでに鎮静効果を有することで知られるラベンダー精油
と同等の鎮静効果が⾒られ，さらに，唾液アミラーゼ活性も低下傾向にあった。このことは，
ヤマヨモギの⾹りがリラクゼーション効果を有することを⽰唆するものである。さらにヤマ
ヨモギ精油のリラクゼーション効果は，脳機能イメージング⼿法の⼀つである近⾚外分光法
によっても確認された。また，これらの効果は，ヤマヨモギ精油に含まれる 1,8-cineol によ
るものであることが明らかとなった。 
 
③ 「経験価値」の付与による植物資源の付加価値向上 
 近年，消費者の感情や感性に訴えるマーケティング⼿法として，Bernd H.Schmittが提唱し
た「経験価値」が注⽬されている。この経験価値という概念は，化粧品のような消費者の感
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情や感性に訴える商品価値に関して，その商品価値や魅⼒を5つの経験価値と⾔う概念で説
明しようとするものである。本研究では，「経験価値」によって解析することによって，植
物資源の付加価値を⾼めるための⽅策を提⾔し，その有⽤性を⽰した。 
1）ヤマヨモギ配合化粧品の経験価値に基づく商品開発研究 
ヤマヨモギ配合化粧品である「イグニス・ネイチャーシリーズ（アルビオン社製）」のリ
ニューアルにあたって，既存商品を経験価値マーケティングの概念で解析するとともに，付
加価値の導⼊を検討した。その結果から，ヨモギを⾃家栽培することが，同商品にとって最
⼤の付加価値になるとの仮説を基に，新規商品を開発し，販売した。その結果，新商品を追
加した2011年度以降，4倍近く売り上げが上昇し，確実に商品リニューアルの成功が⽰され
た。したがって，明らかに経験価値マーケティングの応⽤例として，この⼿法が売り上げ増
⼤に寄与しその有効性が⽰されたものと考えられる。 
2）銀座産ハチミツ配合化粧品の経験価値に基づく商品開発研究 
 ハチミツを利⽤した新商品の開発にあたって，経験価値マーケティングの概念を基に検
討を⾏い，「イグニス・銀座ハチミツシリーズ（アルビオン社製）」の新商品を検討した。す
なわち，ハチミツの由来である銀座ミツバチプロジェクトの活動，企業としての環境保護活
動が存在することが，最⼤の付加価値になるとの仮説を基に新商品を開発した。その結果，
販売した2011年度以降は，売り上げが30%あまり上昇し，これがその後も維持されている。 
 
本研究では，細胞化学，栄養学，⽣理学およびマーケティング論等の⼿法を基に，先に挙
げた3つの観点から，化粧品における植物資源の付加価値の向上を試みた。すなわち，① 科
学的な根拠が未解明であったスリランカアユールヴェーダに⽤いられる植物の作⽤を培養
細胞や遺伝⼦解析を⽤いた解析によりその化粧品あるいは育⽑剤としての有効性を明らか
にした。また，② すでに化粧品として利⽤されているローズウォーターやヨモギなどの植
物資源を栄養学的あるいは⽣理学的観点から再評価し，新たな機能性を活かした美容⾷品あ
るいは化粧品としての利⽤価値を⾼めることに成功した。さらに，③ 最近，注⽬されてい
るマーケティング⼿法である，「経験価値」の概念を取り⼊れることにより，ヨモギや蜂蜜
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を配合した化粧品に，感動や満⾜感など⼼理的・感覚的な価値を効果的に取り⼊れることで，
これらの資源の価値をさらに向上させることにも成功した。 
 
 
審 査 報 告 概 要 
 
 本論文は，化粧品開発において植物資源の付加価値を向上させる手法を三つの視点から体
系化したものである。第一に，科学的根拠の解明による価値の向上として，スリランカアー
ユルヴェーダ植物の抗酸化性，細胞増殖機能，肌バリア機能を測定して伝承的な効能を科学
的に実証した。第二に，すでに化粧品素材として使用されているローズウォーターやヨモギ
精油のストレス改善効果や精神の鎮静効果などを新たに解明し，これらの資源の付加価値の
向上に成功している。第三に，化粧品に対して，消費者の感動や共感など感性に関わる価値，
すなわち「経験価値」を付与することで，商品の売り上げを向上させ，ヨモギやハチミツな
どの資源の価値向上を実現した。そしてこれらの成果を活用した商品を開発することで，基
礎的な学問を産業化に結びつけている。本研究は生物産業学において有用な知見であり，審
査員一同は博士（生物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
